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伊藤健司
1、はじめに
関西大学博物館は、 1950年代に関西大学千里山キャンパスの設計に深く関わりのある村野東吾
氏が設計した建築物の一つである円形と方形建物を組み合わせた簡文館の三階に所在し、平成六年
四月一日に、大学附属博物館としては36館目の博物館法に基づく博物館相当施設にとして開館した。
収蔵資料の中心は、元大阪毎日新聞社長本山彦ー氏が収集した資料『本山コレクション』であ
るが、さらに関西大学考古学研究室が行った発掘調査での出土品や寄贈を受け、大阪府藤井寺市
国府遺跡出土品などの重要文化財や重要美術品などを含め約一万五千点にも及ぶ。その内容は、
考古、歴史資料などを中心として、国内だけではなく中国、朝鮮、台湾、ヨーロッパなどの海外
の民族資料も含まれおり多岐にわたる。
簡文館は、当初図書館として利用されており、現在の第一、二展示室は閲覧室、資料収蔵庫は
図書などの収蔵施設として使用されていた。
2、展示及び保管環境
第一展示室は、出入口が重厚な木製扉で上部がアーチ形をしており（写真 1)、室内の天井は高
く、南北の壁には縦長の大きな窓が設けてある。窓には光を遮るためブラインドを敷設している。
展示の基本は、一部の石製品などの遺物が露出展示であるが、ほとんどの遺物は木製ケース内での
展示である。ケースの配置は大型のケースを背中合わせに、柱間及び壁付近はいわゆる「のぞき」型
のケースを配している（写真2)。 温湿度管理は、室内の四隅に縦型の大型空調機が備え付けてあ
るが（写真3)、終日稼動しているのではなく、季節や来館者に合わせて稼動させている。温湿度計
は出入口付近に一台だけ置かれており、
調査時は温度20℃ ・湿度58%RH(写真4)
を示していた。しかし記録型ではないた
め温湿度の変化を経年で確認できない。
収蔵庫は、外壁の内側に木製板を巡ら
した二重壁にしたうえで、旧図書館の書
棚の一部を改造し資料保管棚として再利
用している。温湿度管理は縦型の大型空
調機を終日稼動させ、保存処理後遺物以
外の資料も収納されているためか、温度
20℃、湿度50%RH(写真5) に設定し 写真 1 展示室出入口 写真2 展示場内
ている。
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写真 3 空調機 写真4 展示室温湿度計 写真 5
収蔵庫内温湿度計
第二展示室は、出入口付近はガラス張りで室内が見えるようになっている。室内は円形で、第
ー展示室同様に天井は高く、縦長の大型窓が設けてある。縦型の大型空調機が備え付けてあった
が、調査時には、博物館実習の一環として実習生が行った『実習展』の終了直後であり、保存処
理後遺物は展示されておらず収納されていた。
3、調査の概要
今回の調査は、 2003年11月14・15日、 12月5・6日ののべ四日間実施した。
調査を行った遺物は、古墳時代を中心とする国内出土の金属製品（鉄製品• 青銅製品）と朝鮮半
島から出土したと言われる金属製品を主に実施し、一部であるが海外の民族資料の調査も行った
が、本文では、国内及び朝鮮半島出土を中心に述べていきたい。
保存処理は、「銀象嵌把頭」は昭和六十年度に財団法人元興寺文化財研究所が行い、把頭以外
を平成三、五、七、八年度及び十年度に奈良県立橿原考古学研究所が実施した。
なお、調査は元興寺文化財研究所及び橿原考古学研究所が作成した調書、ファイル類や撮影さ
れた保存処理前後の写真を基本として進めたが、平成三年の処理に関しては、調書などの資料が
なく前後写真のみで行った。
また、樹脂や薬品などの名称や処理した年度については、両機関の調書やファイルに記載され
た文言を用いることする。
4、保存処理の概要
調書などの記録データからみると、保存処理は、表面のクリーニングを実施しただけの遺物が
一部あるが、基本的に青銅製品はB7 2 (1 0 %) ・ベンゾトリアゾール (3%) トルエン溶液
を含浸している。
しかし、鉄製品の処理方法は、年度ごとで若干であるが相違するため、以下に記載する。
• 昭和六十年度は、セスキカーボネート 0. 5 %水溶液
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• 平成三年度は、不明
• 平成五年度は、脱塩をほとんど行わず、含浸樹脂にNAD-10 (23%) ・ソルベントナ
フサを使用
• 平成七年度は、ベンゾトリアゾール (0. 2 %) ・ホウ酸ホウ砂 (0. 1 %)水溶液を使用
し脱塩を行い、 NAD-10を減圧含浸
• 平成八年度は、脱塩を行わず、含浸樹脂にNAD -1 0 (2 0 %)を使用
• 平成十年度は、脱塩を行わず、含浸樹脂にB7 2 (2 0 %)キシレン溶液を使用
5、保存処理後遺物の概要
保存処理後遺物は、通常であれば第一、二展示室で展示し、
収蔵庫で保管されているが、先述したように第二展示室は閉鎖
され、展示はされていなかった。このため、展示品は収納され
たいたため、収蔵庫に保管されている遺物と調査を行った。
第一展示室の展示されている国内から出土の保存処理後遺
② 
物を調査した結果、銀象嵌把頭（写真6) • 直刀• 甲冑（写
真7) ・鏃・馬具（写真8) などのほとんどの遺物には、変
化が見られなかった。
写真6 把頭
写真7 冑 写真8 馬具など
しかし、平成三年度に処理した鉄地金銅張雲珠に新たな錆（写真9・10)、兵庫鎖にクラック
（写真11・12)、平成五年度に処理した鉄鏃に新たなクラック及びクラックからの含浸樹脂の析
出など（写真13・14)の変化が認められた。
第二展示室で本来であれば展示されている保存処理後遺物、及び収蔵庫に保管されている保存
処理後遺物は、朝鮮半島から出土した遺物でありこれらの調査を行った結果、銀象嵌鉄鋏（写真
15・16) ・鋒先• 槍先• 鉄鏃などに変化は認められなかった。
ただ、保管の方法に問題があり、以下に記載する。
平成五年度と平成八年度に処理した鉄斧などの一部の保存処理後遺物が、返却時から開封され
ずにパックキングしたまま状態であり、すでにパックが固化していた。
幸いにも遺物には、特に変化はなく問題はなかったが、開封すると樹脂の臭気が漂った。なか
には遺物ラベルを封入した状態でパックした遺物が二点あり、遺物とラベルがし癒着ていた（写
真17・18)。
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写真10 錆の析出
写真9 雲珠
写真12 クラックの発生
写真11 兵庫鎮
写真13 鉄鏃
写真14 樹脂の析出
次に、おそらく保存処理終了後に開封して展示または貸出した後に、再度パックをしたと思われる
が、ダンボール紙に不織布を巻いた台紙の上に直接鉄鏃を置いてパックし保管していた（写真19)。
開封し調査を開始しようとすると、遺物と不織布が癒着し外れず、剥がすと鉄鏃に不織布の繊
維が付着していた（写真20・21)。
さらに、気になる保管方法は、塗金を施した青銅製の「鈴」八点である。ラベルを付けたまま
の状態で、ウレタンマットに遺物の法量にほぼきっちりと合わせて菱形に切り込みを入れ、直接
落とし込んで保管していたため、中空で非常に薄い「鈴」を持ち上げると破損する危険性があり、
肉眼観察のみの調査にとどめた（写真22)。
なお、一部の保存処理後遺物の中に、凹部に水滴が付着したように白く光っている部分がある
が、これは樹脂が溜まってことによるものであり、この点については処理後の変化ではなく問題
はない（写真23・ 写真24)。
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写真15 鋏 写真17 鉄斧
写真16 同拡大 写真18癒着状況
写真19 鉄鏃保管状況 写真20 不織布癒着
写真21 同上 写真22 鈴保管状況
写真23 樹脂のたまり 写真24 同上
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六、おわりにかえて
関西大学博物館において発掘調査などで出土した金属製品のうち、調書などのデータによると
134点（鉄鏃の塊などを一括一点とする）が保存処理を実施し、今回は111点の調査を行った。
うち保存処理上の工程などが原因と考えられる新たに錆やクラックなどの変化が認められた遺物
は三点のみである。しかしこれらの遺物は近い時期に再処理が必要である。あわせて今後留意す
べき点は、脱塩工程の有無を含めて処理方法の相違に基づく変化、具体的にはクラック、錆汁な
どの発生や象嵌の変色などを定期的な観察を行っていく必要があろう。
しかし、このような保存処理上の問題よりも、保管や展示のあり方が問題となろう。
保管においては、 RPシステムによる保管は問題ないが、脱酸素剤の交換が保存処理終了後一
度もなされていない遺物があり、インジゲータを定期的に確認し、必要があれば固化したパック
とともに交換することが求められる。
次に、不織布の上に置いた状態で保管していたため、遺物と不織布が癒着した例があったが、
長期間にわたり同一面で保管すると含浸した樹脂とが反応し、このような事象が生じることがあ
る。またビニルクロスに保管展示すると同様な現象が起こるので注意を要する。
脆弱遺物の保管方法として、ウレタンマットを利用することは特に大きな問題ないが、処理後
遺物を薄葉紙に梱包せず直接ウレタンマットの入れ保管しているために非常に薄い「鈴」に直接
触れなくてはならないうえに、落とし込むための切り込みが遺物の大きさとほぼ遺物と同じ寸法
に裁断しており、指が入り難く容易に持つことできない状況となっている。このような保管方法
は逆に破損や切損に繋がりかねないため、薄葉紙に梱包のうえ遺物よりやや大きめの余裕のある
保管をすべきである。
展示については、鍔付の直刀であるが、切先と鍔とで支え
る展示（写真25)でることから、刀身や把が浮いた状態あり、
長期間の展示のストレスや何らかの衝撃が加わると刀身の一
部が破損や切損する可能性があり、刀全体を受ける支持台や
保護材などを用いた展示が必要となろう。 写真25 展示状況
最後に、本調査に際して関西大学博物館山口卓也氏のご協力を得たほか、奈良県立橿原考古学
研究所今津節生氏、鍵谷純子さんから保存処理に関する資料提供や適切なアドバイスを受けた。
また調査に関しては奈良大学市田佳奈子さんのご助力を得た。ここに感謝し記したい。
なお、本調査は平成十二～十五年度科学研究費補助金基盤研究 (A) (2) 「保存処理後遺物の
経年調査」（研究代表者伊藤健司課題番号 12308008)の成果の一部である。
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